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地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

台
風
一
過
の
海
沿
い
清
掃
活
動

43
年
続
く
町
内
会
の
運
動
会

資
源
回
収
で
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
新
生
北
町
内
会
は
、
今
年
度
組
織

し
た
町
内
会
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
地
域
は
、
低
地
と
高
台

に
住
宅
が
あ
る
の
で
、
大
津
波
警
報

や
土
砂
災
害
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
て
訓
練
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
津
波
発
生
時
の
避
難

経
路
を
確
認
し
た
ほ
か
、
土
砂
災
害

時
の
避
難
の
所
要
時
間
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
富
浜
町
内
会
は
、
台
風
10
号
に
よ

っ
て
海
沿
い
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
海
沿
い
に
住
む
町
内
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
町
内
会
員
一
丸
と
な
っ
て

行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
海
岸
沿
い
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
よ
く
利
用
さ
れ
る
場
所
で

す
。
台
風
に
よ
る
ご
み
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
央
新
生
町
内
会
は
、
伝
統
行
事

で
あ
る
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
幼
児
か
ら
96
歳
の
方
ま
で
多

く
の
人
が
参
加
し
、
『
紅
白
リ
レ
ー
』

や
親
が
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
『
親
子
競
争
』
な
ど
11

種
目
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
運
動
会
終
了
後
は
、
昼
食
を
兼
ね

た
懇
親
会
を
参
加
者
全
員
で
行
い
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
楽
し
い
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
草
第
二
町
内
会
は
、
毎
月
第
４

日
曜
日
を
『
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
』

と
定
め
、
新
聞
紙
や
雑
誌
、
空
き
瓶

な
ど
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
し
て

い
ま
す
。

　
回
収
さ
れ
た
資
源
の
益
金
は
、
町

内
会
の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
資
金

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
町
内
会
の
街
灯
の
８
割

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
町
内
会
の
周
辺
は

以
前
よ
り
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ

　
　

富
浜
町
内
会

�

会
長
　
亀か

め

山や
ま

　
秀し

ゅ
う

一い
ち

　
　

中
央
新
生
町
内
会

�

会
長
　
今こ

ん

　
　
平ひ

ら

人と
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�
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な
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行ゆ

き
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